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 ６月１５日に東北南部の梅雨入りが発表されたばかりですが、１４日後の６月２９日に梅雨明

けが発表されました。最高気温が３０℃前後になる日も多く、勉強に集中できなかったり、寝付き

が悪くなったりしている人もいるのではないでしょうか。慣れない暑さで体が疲れやすくなる時

期ですが、約２週間後は楽しい夏休みです。夏休みに向かって、１学期ラストスパート気張ってい

きましょう！ 

７月のスクールカウンセラー来校日 

１日（金）、１１日（月）、２０日（水） 

   湿度も温度も高くなりジメジメとするこの時期は、食中毒が発生しやすくなります。次の３つの

ポイントに気を付けて、食中毒を防ぎましょう。 

ICTと目 

 

熱中症が疑われる場合の応急手当の流れ 

〈チェック１〉 

 熱中症を疑う症状がありますか？ 

（めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量

の発汗・頭痛・吐き気・倦怠感・虚脱感・意

識障害・けいれん・高体温など） 

 

〈チェック２〉 

呼びかけに応えますか？ 

涼しい場所へ避難し、 

服をゆるめ体を冷やす 

〈チェック３〉 

水分を自力で摂取できますか？ 

水分・塩分を補給する 

〈チェック４〉 

症状がよくなりましたか？ 

そのまま安静にして十分

に休息をとり、回復したら

帰宅しましょう 

救急車を呼ぶ 

涼しい場所へ避難し、 

服をゆるめ体を冷やす 

医療機関へ 

はい 

 

はい 

 

はい 

 

はい 

 

いいえ 

 

いいえ 

 

いいえ 

 

熱中症に気を付けなければならない 

時期になりました。６月号と７月号

で熱中症についての情報を発信して

いきます。６月号では熱中症を疑う

場合の応急手当の流れについて取り

上げます。 

熱中症 

〇調理の前、食事の前 

〇生の肉や魚を使う前後 

〇鼻をかんだ後 

〇トイレに行った後 

〇動物に触った後 

〇冷蔵庫は 10℃以下、 

 冷凍庫は－15℃以下を保つ 

〇買い物から帰ったら、すぐに

冷蔵庫へ 

〇お弁当は、素早く冷ましてか

ら詰める 

〇中心部の温度が 75℃で 1 分

間以上を目安に 

〇まな板、包丁も熱湯消毒 

〇温めなおすときは、かき混ぜ

ながらしっかり加熱 

救急車が到着するまで応急

処置を行う。 

反応がない場合は無理に水

を飲ませない。 

氷嚢などがあれば、首、

腋の下、大腿の付け根を

集中的に冷やす。 

石鹸で手を洗う 低温で保存 中心まで加熱 

食中毒の原因を 

つけない 

食中毒の原因を 

増やさない 

食中毒の原因を 

やっつける 

各教室にプロジェクター設置されたり、今

年度入学の１年生から１人１台タブレット

を所有したりするなど、授業で ICT 機器を使

用する機会が増えたのではないでしょうか。 

しかし、スマホやタブレットなどの ICT 端

末の誤った使用は、視力や睡眠の質の低下

や、ドライアイにつながります。 

 ICT 端末を使用する際は、次のことに気を

付けましょう。 

 

 

〇姿勢をよくして、目線と画面が垂直に交わる

ように角度を調整する。 

 

〇画面は眼から３０㎝以上離して見る。 

 

〇３０分に１回は、２０秒以上画面から眼を離

し遠方を見るなどして眼を休める。 

 

〇就寝前１時間以内の使用を控える。 


